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北
九
州
グ
ラ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ―

 

管
弦
楽
団
演
奏
会 

 
 
 
 
 
 

副
会
長 

岸
田 

茂 

「
心
を
動
か
す
音
楽
を
未
来
を
担

う
若
い
世
代
に
」
と
い
う
目
的
で
、

山
陽
小
野
田
市
協
創
事
業
と
し
て
二

月
十
日
不
二
輸
送
機
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
山
陽
小
野
田
市
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い
た
方
、
実

行
委
員
会
の
方
、
そ
し
て
出
演
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

全
て
が
新
し
い
取
り
組
み
で
し
た
。

結
果
は
満
席
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
も
驚
く
ほ
ど
多
く
、
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。 

な
か
は
ら
か
ぜ
ト
ー
ク
＆
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ 

 
 
 

事
務
局
長 

比
嘉 

朝
康 

 

山
陽
小
野
田
市
出
身
の
漫
画
家
で
、

周
南
公
立
大
学
特
任
教
授
の
な
か
は

ら
か
ぜ
さ
ん
の
「
ト
ー
ク
＆
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
八
月
二
十
二
日
、
不

二
輸
送
機
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 

 

パ
ー
ト
1
は
子
ど
も
時
代
の
思

い
出
を
交
え
な
が
ら
、
現
在
、
漫
画

が
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て

広
く
世
界
で
人
気
を
博
し
て
い
る
こ

と
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ー
ト
2

で
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
丸
、

三
角
、
四
角
の
組
み
合
わ
せ
で
喜
怒

哀
楽
の
感
情
を
描
く
方
法
を
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。 

          

            

 

                

  

   

市
川
團
十
郎
白
猿
襲
名
披
露
市
川
新

之
助
初
舞
台 

 
 
 
 

原 

朝
子 

 

九
月
九
日
、
九
月
博
多
座
大
歌
舞

伎
を
四
十
六
名
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

新
之
助
さ
ん
の
堂
々
た
る
芝
居
と
、

團
十
郎
白
猿
の
景
清
の
最
後
の
牢
破

り
の
シ
ー
ン
、
見
得
を
切
る
と
こ
ろ

は
圧
巻
で
し
た
。
新
之
助
さ
ん
に
対

し
て
は
親
心
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
、

そ
の
真
摯
な
演
技
に
胸
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。
舞
台
上
の
演
者
さ
ん
と
観

客
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
声
変
り
し
て

い
な
い
幼
さ
の
残
る
声
で
、
外
郎
売

の
早
口
言
葉
の
決
め
台
詞
も
し
っ
か

り
と
流
暢
に…

さ
す
が
、
で
し
た
。 

 

歌
舞
伎
は
日
本
の
伝
統
美
で
あ
り
、

色
彩
も
鮮
や
か
で
あ
り
、
夢
の
よ
う

な
世
界
感
で
し
た
。
博
多
座
は
歌
舞

伎
専
用
の
劇
場
で
、
私
た
ち
の
席
も

舞
台
全
体
が
見
渡
せ
、
見
や
す
い
席

で
し
た
。 

             

                               

       

  

   

    

 
文
化
協
会
会
長 

西
村 

公
一 

 

昨
年
度
の
大
き
な
事
業
と
し
て
は
、

北
九
州
グ
ラ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
演
奏
会
を
大
成
功
裏
に
実

施
で
き
た
こ
と
で
す
。
山
陽
小
野
田

市
協
創
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
た
取
り
組
み
で
、
生
徒
、

学
生
の
参
加
は
も
と
よ
り
、
不
二
輸

送
機
ホ
ー
ル
満
席
の
な
か
沢
山
の
感

動
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
事
業
の
資
金
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
な
か
は
ら
か
ぜ
ト
ー
ク
＆
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

漫
画
の
魅
力
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
文
化
バ
ス
は

「
博
多
座
の
集
い
」
で
歌
舞
伎
の
醍

醐
味
を
堪
能
し
、「
文
化
財
探
訪
」
で

は
、
九
州
国
立
博
物
館
の
「
長
沢
芦

雪
特
別
展
」
等
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
文
化
祭
で
は
、
各
部
門

の
皆
さ
ん
が
、
作
品
発
表
、
舞
踊
、

演
奏
な
ど
を
通
じ
て
多
様
な
本
市
の

文
化
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
後
、
文
化
協
会
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
て
運
営
、
改
革
を
進
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
助
言
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令和6年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会      令和6年4月20日(土）・5月18日（土）   不二輸送機ホール 

総会・理事会        令和6年6月21日(土）・5月18日（土）  不二輸送機ホール 

   企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 
２．主な事業実施について  

（１）自主文化事業      

開 催 日 事 業 名 会 場 

6/22 (日) 第16回山陽小野田コーラスフェスティバル 不二輸送機ホール 

3/23 (日) さあ！おどりのじかんだ！ バレエ・コンテンポラリーダンスの知らない世界 山陽小野田市民館 
（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

10/19(土) 博多座の集い（スーパー歌舞伎 ヤマトタケル） 45名予定 

11/21(木) 文化財探訪 陸奥記念館・なぎさ水族館ほか周防大島方面 45名予定 
 

（３-1）第19回山陽小野田市民文化祭 

開 催 日 事 業 名 会 場 

10/13 (日) 日本舞踊祭 山陽小野田市民館 文化ホール 

10/20 (日) 邦楽大会 不二輸送機ホール 大ホール 

10/27 (日) 市民音楽祭 不二輸送機ホール 大ホール 

11/12 (土) 市民茶会 山陽小野田市民館 体育ホール 
11/12 (土)～3 (日) 華道展 山陽小野田市民館 体育ホール 

11/13 (日) 俳句大会 厚狭複合施設 

11/10 (日) 洋舞演劇祭 不二輸送機ホール 大ホール 

11/10 (日) 短歌大会 山陽小野田市民館 第一・第二会議室 

11/15 (金)～17 (日) 展覧会 おのだサンパーク2階大催事場 
 

（3-2）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/30(木)～2/5(水) 第20回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 
 

(3-3）協創事業 

開  催  日 事  業  名 会 場 

2/11 (土) 箏×ピアノ LEO with林 正樹 山陽小野田市民館 
（4）文化協会だより「さんようおのだ文化」第19号  令和6年7月発行予定 

（5）割引対象事業 

開 催 日 事  業  名 会 場 

2/11 (土) 箏×ピアノ LEO with林 正樹 山陽小野田市民館 

2/15 (土) 立川志らく・立川談笑 二人会 不二輸送機ホール 

3/23 (日) さあ！おどりのじかんだ！ バレエ・コンテンポラリーダンスの知らない世界 山陽小野田市民館 

 

❤ 新 規 会 員 募 集 ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただける会員を募

集しています 

●会費 個人会員 年額（1口）２，０００円 

    団体会員 年額（1口）５，０００円 

    賛助会員 年額（1口）５，０００円 

●会員の特典 
・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会員割引が受け

られます。 

・会報、その他事業案内をお届けします。 

・個人会員限定の文化バスの交通費が割安になります。 

●申込方法 

加入申込書にご記入の上、会費を振込または事務局で直接納

入してください。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
文
芸
部
門 

二
歩 

世
志
子 

☆
美
術
工
芸
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
野 

美
津
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
茶
華
道
部
門 

棟
久 

京
子 

☆
邦
楽
部
門 

桜
諷
流
吟
剣
詩
舞
道
会 

☆
洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

ア
ロ
ハ
・
フ
ラ
小
野
田 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
音
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
田
音
楽
連
盟 
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〈
敬
称
略
〉 

北九州グランフィルハーモニー管弦楽団演奏会 

博多座の集い 



   

俳 

句 

○
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

ふ
る
里
は
道
を
狭
め
て
蕎
麦
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
晴
美 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

し
も
た
や
の
な
ら
ぶ
町
筋
秋
の
暮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

桂
子 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

外
灯
の
死
角
の
闇
に
虫
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

裕
子 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

譲
ら
れ
し
席
の
温
み
や
春
隣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

段
田 

晶
雄 

○
山
陽
小
野
田
観
光
協
会
長
賞 

鉄
橋
の
赤
サ
ビ
匂
ふ
残
暑
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

溝
部 

美
保 

★
小
学
生
の
部
★ 

〇
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

せ
み
が
い
た
ゆ
う
き
だ
し
た
ら
さ
わ

れ
た
よ 

 

高
泊
小
一
年 

大
田
陽
太 

〇
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

兄
ち
ゃ
ん
と
ケ
ン
カ
も
し
た
な
な
つ

や
す
み 

 

有
帆
小
三
年 

森 

恒
太 

                        

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
逆
に
良
い
刺

激
に
な
り
ま
し
た
。
音
楽
祭
を
通
じ

て
、
地
元
の
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

交
流
で
き
た
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

笑
顔
が
見
た
く
て 

た
か
ひ
ろ
し
歌
謡
教
室 

た
か
ひ
ろ
し 

 

毎
年
恒
例
の
「
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

歌
の
祭
典
」
も
昨
年
は
七
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
「
歌
は

語
れ
、
セ
リ
フ
は
歌
え
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、七
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、

ご
来
場
の
方
々
を
楽
し
ま
せ
た
と
自 

         

短 

歌 

○
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

波
が
し
ら
白
き
浜
辺
に
車
椅
子
押
し

た
日
の
あ
り
夫
と
の
散
歩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
田
久
美
子 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

 

声
あ
げ
て
子
ら
は
駆
け
出
す
春
の
浜

リ
ュ
ッ
ク
ひ
と
つ
を
置
き
去
り
に
し

て 
 
 
 
 
 

  
 

白
石 

千
代 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

天
窓
に
灼
熱
光
線
射
し
こ
み
て
厨
の

吾
は
麦
わ
ら
帽
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
崎 

慶
子 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

黒
ね
こ
の
手
足
の
ば
し
て
寝
こ
ろ
び

ぬ
赤
い
ト
タ
ン
に
秋
の
陽
ふ
わ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
原
登
美
子 

★
児
童
生
徒
の
部
★ 

〇
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

自
分
の
番
や
る
気
ま
ん
ま
ん
俺
は
誰

僕
は
バ
ッ
タ
ー
今
日
も
三
振 

小
野
田
中
一
年 

 

益
山 

宗
佑 

〇
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

練
習
し
小
野
田
の
宝
よ
ご
さ
な
い
守

り
ぬ
い
て
き
た
竜
舞
伝
説 

 
 

小
野
田
小
六
年  

斉
藤
瑛
里
沙 

    

私
た
ち
の
文
化
活
動 

 
 
 
 
 
 
 

窪
井 

芳
枝 

 

将
来
都
市
像
と
し
て
「
活
力
と
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
と
あ
り
、
そ
の

中
の
一
つ
に
「
文
化
」
と
い
う
文
字 

を
目
に
し
ま
し
た
。「
文
化
と
は
、
人 

   

負
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
九
州
、
山
口
を
代
表
す
る

一
流
ア
マ
の
お
二
方
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
て
の
ス
テ
ー
ジ
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
は
九
月
十
五
日(

日)

に
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
来
場
さ

れ
た
方
々
を
ど
う
し
た
ら
喜
ば
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
一
人
で
も
多

く
の
笑
顔
が
見
た
く
て
、
も
う
頭
の

中
は
そ
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

     

日
本
舞
踊
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う 

 

大
河
流
寛
百
合
会 

原
田
ユ
リ
子 

 

私
は
九
人
兄
弟
の
末
っ
子
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
海
運
業
を
営
む
両
親
の

希
望
で
三
歳
か
ら
踊
り
を
習
い
始
め
、

現
在
七
十
八
歳
で
す
。
こ
の
年
ま
で

好
き
な
こ
と
が
続
け
ら
れ
た
喜
び
は
、

た
だ
感
謝
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。 

体
で
踊
ら
ず
心
で
踊
る
こ
と
を
流

訓
と
し
て
い
る
大
河
流
で
、
常
に
思

う
の
は
、
踊
る
本
人
が
楽
し
ま
な
い

で
、
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。 

最
近
、
日
舞
が
一
部
の
愛
好
者
の

み
と
な
り
、
特
に
若
い
入
門
者
が
少

な
い
の
は
残
念
で
す
。
お
金
が
か
か

る
と
い
う
先
入
観
を
持
た
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

人
生
百
年
の
時
代
、
私
も
三
年
前
に

舞
踊
協
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

間
が
向
上
し
よ
う
と
し
て
造
り
出
し

た
物
心
両
面
の
成
果
、
世
の
中
が
開

け
進
む
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
長
年
、
市
民
館
、
そ
の
後
サ
ン

パ
ー
ク
で
書
道
展
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る「
ア

ー
ト
の
た
ま
て
ば
こ
」
で
作
品
を
展

示
。
お
茶
席
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

等
を
さ
れ
る
方
々
と
お
会
い
し
て
、

自
分
た
ち
に
は
な
い
未
知
の
世
界
を

楽
し
ま
せ
て
も
ら
う
と
共
に
、
こ
の

小
さ
な
人
と
人
の
出
会
い
が
大
き
な

活
力
と
な
り
笑
顔
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 

 

                  

吟
ず
る
心 

桜
諷
流
吟
剣
詩
舞
道
会 

田
中 

滝
雄 

 

桜
諷
流
吟
剣
詩
舞
道
会
は
五
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
老
若
男
女
、
腹
か

ら
大
声
を
出
し
、
日
々
全
国
大
会
に 

                

純
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
十
周
年
を
迎

え
て 

純
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ 

髙
木 

純
子 

               

二
〇
十
四
年
に
設
立
し
た
純
子
バ

レ
エ
ス
タ
ジ
オ
は
、
今
年
で
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
熱
心
に
通
っ
て
く
れ

る
生
徒
、
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
当
初
は
、
十
名
だ
っ

た
生
徒
が
、今
で
は
七
十
名
に
増
え
、

バ
レ
エ
が
大
好
き
な
生
徒
た
ち
に 

向
け
練
習
し
て
い
ま
す
。 

 

詩
吟
と
は
、
漢
詩
や
和
歌
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
の
詩
に
節
を
つ
け
て
自

分
の
声
で
表
現
す
る
芸
術
で
す
。
詩

歌
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
喜
び
、
悲

し
み
、
憤
り
な
ど
の
感
情
や
感
動
し

た
心
を
感
じ
取
っ
て
、
そ
れ
を
声
に

出
し
て
表
現
す
る
も
の
で
す
。
言
葉

を
読
ん
だ
後
に
余
韻(

節)

を
つ
け
る

と
こ
ろ
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
豊

か
な
感
情
を
持
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

詩
歌
に
親
し
む
心
で
す
。 

     

花
で
広
が
る
世
界 

華
道
家
元
池
坊
薫
枝
の
会 

安
部 

良
枝 

 

花
を
い
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し

い
で
す
よ
。
季
節
の
様
々
な
花
や
桜

や
梅
な
ど
の
花
木
を
見
て
い
る
と
、

他
の
わ
ず
ら
わ
し
い
事
な
ど
す
っ
か

り
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
他

の
人
の
い
け
た
花
を
見
る
の
も
心
が

和
み
ま
す
が
、
何
よ
り
仲
間
と
の
楽

し
い
会
話
（
最
近
は
健
康
に
関
す
る

情
報
交
換
が
多
い
で
し
ょ
う
か
）
も

ち
ろ
ん
黙
々
と
花
に
向
き
合
っ
て
い 

           

日
々
指
導
し
て
い
け
る
こ
と
に
幸
せ

を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
バ
レ
エ
を
通
し
て
山
陽

小
野
田
市
の
文
化
の
発
展
の
た
め
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
レ
ッ

ス
ン
で
き
る
場
所
を
大
切
に
し
、
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。 

    

感
動
の
旅
「
文
化
バ
ス
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
戸 

晶
子 

 

三
月
七
日
、
四
十
九
名
の
参
加
者

で
文
化
バ
ス
は
満
員
。
九
州
国
立
博

物
館
で
開
催
中
の
「
長
沢
芦
雪
展
」

を
鑑
賞
。
若
冲
・
応
挙
に
つ
づ
く
天

才
画
家
と
い
わ
れ
て
い
る
芦
雪
で
す

が
、「
牛
図
」
や
「
龍
図
」「
群
猿
図
」

な
ど
、
さ
す
が
に
す
ば
ら
し
い
作
品

の
数
々
で
し
た
。 

 

午
後
に
は
、福
岡
市
美
術
館
の「
ロ

ー
マ
展
」
を
見
学
。
巨
大
彫
刻
の
迫

力
に
驚
く
と
共
に
「
永
遠
の
都
」
と

称
さ
れ
る
ロ
ー
マ
の
歴
史
と
芸
術
に

た
っ
ぷ
り
と
触
れ
る
こ
と
も
で
き
、

思
い
出
に
残
る
感
動
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。 

          

る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。仕
事
が
、

子
育
て
が
、
孫
の
世
話
な
ど
が
、
時

間
が
な
い
と
思
っ
て
も
「
や
っ
て
み

た
い
」
気
持
ち
が
あ
れ
ば
何
と
か
な

る
も
の
で
す
。
年
齢
、
性
別
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
は
さ
み
一
本
で
世
界

が
広
が
り
ま
す
よ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

                    

初
め
て
市
民
音
楽
祭
に
参
加
し
て 

サ
ビ
エ
ル
高
等
学
校
合
唱
部 

 

こ
こ
数
年
山
陽
小
野
田
少
年
少
女

合
唱
団
と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
が

多
く
、
初
め
て
市
民
音
楽
祭
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
な

思
い
入
れ
の
あ
る
「
し
あ
わ
せ
よ
カ

タ
ツ
ム
リ
に
の
っ
て
」「
心
の
瞳
」
の

二
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
予
想
以
上

に
客
席
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
に
驚 

   

音  

楽  

部  

門 

洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

茶 

華 

道 

部 

門 

愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
の
祭
典 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

歌
謡
の
部 

九州国立博物館 

日  

舞  

部 
 

門 
市民音楽祭 

邦   

楽   

部   

門 

 

華道家元池坊薫枝の会 

山陽小野田市文化協会だより 
２ 

大河流寛百合会 

文   

芸   

部   

門 

10周年を迎える純子バレエスタジオ 

３ 

山陽小野田市文化協会だより 

桜諷流吟剣詩舞道会 

カピトリーノの牝狼(複製) 

長沢芦雪筆 虎図襖 


